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The Perceptions of the Connections with the Family Members
in Cancer Patients Receiving Chemotherapy
大 野 美 佳 (Mika Ono)＊
 
外来化学療法を受けているがん患者と家族員のかかわりについての患者の認知を明らかにすることを目的
とし､ 外来化学療法を受けている患者10名を対象に､ 質的帰納的研究を行った｡ 家族員とのかかわりについ
ての患者の認知には【依存／自立関係】【距離が近づく／距離をおく関係】【過保護／支援関係】という３
局面が抽出された｡ 【依存／自立関係】では､ 対象者の身体状況や家族員に負担をかけたくないという気持

















































































































は､ ｢私がこんなになってからは､ 全部､ お
嫁さんに全部任せてますので｡ (中略) お嫁
さんに､ ちょっと負担がかかり過ぎてると思
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